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岐阜県福祉サ－ビス第三者評価事業評価結果表 

 

 

① 第三者評価機関名 

社会福祉法人岐阜県社会福祉協議会 

 

② 施設・事業所情報 

名称：恵那市立岩村こども園 種別：保育所型認定こども園 

代表者氏名：園長 大石 佐緒理 定員（利用人数）：１１５名（１０９名） 

所在地：岐阜県恵那市岩村町１５４５－１ 

TEL：０５７３－４３－２２０９ 

HP ： https://www.city.ena.lg.jp/enaschoolnetwork/k/iwamura/index.html 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：平成元年４月 

 経営法人・設置主体（法人名等）：恵那市 

 職員数 常勤職員         １６名 非常勤職員          ５名 

 専門職員 保育教諭         １８名 調理師・栄養士        ３名 

 施設・設備

の概要 

乳児室           ３室 ほふく室           １室 

調乳室           1 室 保育室            ７室 

遊戯室            １室 屋外遊戯場          ２室 

沐浴室           ２室 職員室、医務室、宿直室、調理室１室 

 

③ 理念・基本方針（※転載） 

・理 念 

ふるさとを愛し、学び続ける人を育てる恵那の教育 

・基本方針     

遊びは学び！～決めて、考えて、仲間と育つ子～ 

 

④ 施設・事業所の特徴的な取組（※評価機関において記入） 

本園は、近くの恵那市岩村町の岩村本通りが、商家の街並みとして国の重要伝統的建造物保

存地区に選定されており、４００年以上の歴史を持つ城下町に位置している。また、豊かな自

然環境にも恵まれており、園においてはこうした地域の特性を活かし、季節や自然に対する興

味や関心を高める教育・保育が実践されている。地域で唯一のこども園で、地域に愛される園

として、保護者や地域の方々の各種行事への協力等、地域ぐるみで子育て支援が行われており、

人的・物的環境が整備されている。 

園の運営においては、これまでの８回にわたる第三者評価を経て、市と協力しながら、園の

独自性を出しつつ、様々な改善が行われており、保護者に対してもきめの細かな対応がなされ

ており、その成果が着実に園運営に活かされている。 
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⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

令和７年５月２８日（契約日） ～ 

令和８年３月２３日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）  ９回（令和５年） 

 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

・年度初めに各年次の長による会議を行い、必要とされる専門技術は何かを話し合い、それを

元に各年次会で学習会を行っている。各年次会では毎月、月の反省と学習（翌月のスケジュー

ルについて学ぶ）を行っている。 

・地域の広報誌「ホットいわむらだより」に園の様子を毎月記事として掲載しており、園だよ

りも毎月地域の各家庭に回覧してもらっている。 

・恵那市で作成されている規則やマニュアルを遵守し保育にあたっているのは恵那市で受ける

保育が共通化がされている。こども園においては、プライバシーの保護、災害時の訓練、虐待

など様々なマニュアルが作成され、毎年見直し検討がされているのは、時代と共に内容も変わ

って行くので大切な作業である。 

・毎日の朝礼にて必要と思われる事項が報告され、全職員に周知されている。共通理解をして

保育を行って行くのは、保護者にとって安心できるこども園として信頼される元である。 

・基本的生活習慣が身につく環境を整え、「できるかな５」のカードを使い園児自身が意識でき 

るきっかけを作っている。保育の実践を「１０の姿」のどの部分なのかをそれぞれの保育教諭 

が考え意見交換をする自主研修を行っている。新人の保育教諭も研修を進めていく中で園児の 

気持ちや育ちを理解している。あいさつは日々の保育の中で自然に身につくだけでなく、環境 

を整え指導計画を立て実践していく姿が感じ取れる。 

 

◇改善を求められる点 

・アンケートでは、保護者への通信手段が保護者用配信アプリに変わったことについて、職員

との関係が希薄になった等、不満の声も寄せられている。改善に向けた取り組みに期待したい。 

・保護者アンケートの対象に３歳未満児の保護者が含まれておらず、３歳未満児の保護者の声

も反映されるアンケートの実施に期待したい。 

・未満児クラスに消毒薬が常備されていることは良いが、手や目が届く場所ではなく見えない

場所の保管が望ましいと考えられる。 

・地域との関係もあると思うが、災害時に於いて未満児を持つ親子の避難場所に開放されるこ

とも地域貢献の一助と考えられる。 

・様々な状況を想定し、どの職員も対応できるように対応策を考えていく必要性があると考え

られる。保護者向けアンケート結果にあるわずかな意見に対して、職員で共有することが必要

であると考えられる。 
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今回の評価を受け、ご指導いただいた点については職員間で共有しました。そして出来るも

のから改善をし、より良くなるよう検討をしています。これからも、安心安全を心がけ子ども

たち、保護者の方々にも寄り添えるよう職員一同チーム一丸となり来年度に向かっていきたい

と思います。引き続きご指導の程、よろしくお願い致します。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


